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5目 遺構の略号は、溝をSD、柱穴をSP、その他をsxとしている。

6. 各調査の出土遺物や実測図、写真などの記録類は平成26年度に福岡市埋蔵文化財センターに

収蔵、保管する予定であるので、広く活用されたい。

井尻B遺跡第 36次調査 遺跡調査番号 1112 

地 番 福岡市南区井尻 1丁目 728-2 遺 跡 略 下仁ヨ7 IGB 36 

分布地図番号 024 板付 調 査 面 積 11s m 

調査期 間 2011 （平成 23）年7月l日～8月 19日
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II .位置と環境

井尻 B遺跡群は福岡平野の那珂川と御笠川に挟まれた洪積台地上に立地する。

この台地は阿蘇山の火砕流の二次的堆積物からなる中位段丘で、春日正陵から北方に井尻、五

十川、麦野、板付、諸問、那珂、比恵と断続的に分布しており、それぞれに遺跡が立地している。

弥生時代から古墳時代では、板付遺跡、比恵・那珂遺跡群、須玖遺跡群などが福岡平野の代表

的な遺跡として知られるが、井尻 B遺跡はそれらの中間的な位置にある。

遺跡は南北 900m、東西 400mほどの範囲で、中央に「井尻廃寺Jの推定域がある。

平成 25年までで 40次の調査が行われている。遺跡北部の御供所・井尻線（都市計画道路）の

発掘調査や、遺跡南部の西鉄井尻駅より南に伸びる通り沿いにおける共同住宅や店舗建設に伴

う発掘調査が多く、それらのエリアでは比較的詳細に遺跡の内容が明らかになってきている。

旧石器時代～中世の遺跡がみつかっているが、旧石器時代の包含層、弥生時代中期の聾棺墓

群、弥生時代中期～古墳時代前

期の集落（特に弥生後期から古

墳時代前期前半にピークがあ

り、青銅器生産関係遺物や外来

系土器等も一定量出土）、弥生時

代終末期の区画墳正墓、古墳時

代中期の古墳群（家形埴輪等が

出土）、飛鳥時代から奈良時代の

官街・寺院関連遺構（「寺J刻書

土器、「山部評豊評J刻書瓦等

出土）などが、これまでの発掘調

査における主要な成果となって

いる。

本書で報告する第 36次調査

地点、は遺跡の北部に位置する

が、周辺は御供所・井尻線の調

査（第 17次調査）等で近年、大

規模に発掘調査が行われている

エリアである（Fig.3・4）。本調

査地点や 17次調査 F区では弥

生時代後期から古墳時代前期の

大溝がみつかっており、 17次 E

区以南では当該期の竪穴建物や

掘立柱建物ほか集落関連遺構が

みつかっている。

1 井尻8週初

' 9手沢A遺跡
3. 9手尻C沼古車
4 五十llli!I事

' 那珂遺書群
6 比草萱＂＇鮮
7 諸問ム湯島争

8. 諸岡旦遺跡
g ;a，四..
,a. 板付逼•·
11. 調＂司君体遺節
11. !!!l黙阿遺跡

，，.出層遺動
14.笹原温除

Fig.1 井尻 B遺跡周辺（1/40000)
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m.第 36次調査の報告

1 .調査の概要

本調査地点、は井尻 B遺跡の北西縁辺部

である。宅地盛士と旧水田耕作土下、

GL-90～ 1 00cm前後で遺構固となる。

遺構面は調査区東部が鳥栖ローム、西部

はその上層の黒ボク土である。標高は

10.9～ 1 1 1 m前後で東から西、南から

北に向かつてゆるやかに低くなる地形で

ある。

検出した遺構は弥生時代から古墳時代の

溝 3条以上である。幅6m、深さ 1.5m前

後の大溝があり、 17次 F区 SD2005等

の延長とみられる。

調査グリッドは敷地の形状に合わせて任

意の方向で設定したが、国士座標に近似

している。敷地内で廃士を処理する必要

があり、対象地を南から 3区に分けて調

査を行ったが、対象地の大部分を大溝が

占めるため、十分な廃士置き場を確保す

るのが困難であった。安全を確保するた

めにも、大溝の半分近くは下層の砂層検

出面で掘削を停止している。

出土遺物はコンテナケース約 20箱であ

Fig.2 井尻 B遺跡（1/7500)

る。弥生時代から古墳時代の土器が主体である。他には鋳型内型の可能性がある土製品、砥石、

黒曜石剥片などが出土している。

2.調査の記録

1 ）遺構（Fig.4～ 7)

①SD001 

箱掘りで幅 6m、深さ 1.5m前後を測る南北方向の溝で、南北長 12.3mを検出した。土層断

面や掘り方から少なくとも l回は再掘削がなされている。

SDOO l西側は Cライン周辺で段があり、 Fig7Cの 8～ 23層については再掘削後の堆積と

3 



みられる。 24・25層の灰色粘質土層はこれに切られているとみることができょう。 B ライン

の 3～ 24層、 A ラインの 6～ 16層がこれに対応するとみられる。当初のものを SDOOla、

再掘削後を SDOOlbとする。

また、 Bライン周辺の SDOOl東部では SDOOlbに切られる溝も確認できる (30、31層）。

SDOOl cとしたい。 SDOOlaとの前後関係は不明確であるが、 A ラインでその断面が確認で

きないので、 SDOOl aより古いとみられる。 SDOOlcの東壁は SDOOla、bのそれとほぼ重

複しており、 SDOOlcの下層のみが埋没した段階で SDOOla,bが掘削されたものとみるこ

171.欠F区

＇ーーーー一一ー「

Fig.3 第 36次調査地点周辺（1/400)
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第 36次調宣区全体図（1パ00)
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とカ3できる。

SDOO lの西肩には溝に直交する方向の掘り込みがあるが（SX007等、 Fig.5）、水口のよう

なものなのか、その性格については不明確である。

調査時に「SDOOl上層Jとしたものは暗褐色シルト主体の堆積層で、滞水状態の自然堆積

とみられる。 SDOOlbの上～中層に対応する。 SDOOl下層は粗砂層を主体とする堆積で、流水

機能時の自然堆積とみられる。 SDOOlb の下層と SDOOlaの堆積に対応するが、灰色粘質

土層の堆積状況（Aラインの 15・ 16層、 Bラインの 20・21・23・24層、 Cラインの 24・25層）

で SDOOlaとbの線引きができる。

下層の砂層まで掘削すると、常時湧水がある状況で、 SDOOlaの掘り方は八女粘土層に達し

ている。水源として西側の旧河道かj留め井のようなものがあったのか定かではないが、湧水も

多く、水量豊富な水路として機能していたものとみられる。

SDOOl a溝底の標高は Aライン 9.5～ 9.8m、Bライン 9.4～ 9.7mである。 Cラインは

9.6m以下であるが、東側調査区外で、一段深くなるとみられる。 SDOOlbは A ライン 10.1 

～ 1 0.2m、Bライン 9.9～ 10 .1 m、Cライン 10.2mである。溝底の両壁寄りが中央より深

くなる。 SDOOlaの溝底は北に向かつて lOm毎 14cm前後低くなっていく計算になるが、

SDOOl bはほとんど傾斜がないようである。

SDOOl cは断面 U字形で、溝底は標高 10.2m前後で、 SD005よりは 30cm深いが、同時

期に並列する溝として機能していた可能性はある。覆土は黒灰色粘質土の下層に薄い砂層の堆

積がある。

X=7－＼「

11.2m一一一一

SD002土層（II区東壁）
1. 黒褐色土（ロームブロック混）

Fig.6 SD002土層実測図（1/40)

10.8m 

10.0m 。 1m 

Fig.5 SX007実測図（1/40)

6 



A 11.2m 11.2m 

C 

12.0m 

11.2m 

Aライン (I区南壁）土層説明

1.黒褐色土田旧表士 2 暗茶褐色土田漸移層 3目茶褐色士 4.暗褐色土（黒み） 5目黒褐色士（やや砂質）

*4・5層 SD002 6.茶褐色土 7. 6層より明るく砂質 B 暗茶褐色土（黒み） 9. 暗茶褐色土 10. 黒褐色砂質土

11.暗褐色土 12目黒褐色土（茶褐色土混） *6～12層SD001上層 13目暗褐灰色砂質土 14.灰褐色砂＋黒褐色シル卜

*13・14層目上層下位 15.暗黄褐色粘質士 16.灰褐色粘質士 17.暗灰褐色粗砂 18目黒灰色砂

19.黒褐色土＋灰色粘質土 20. 閉褐色粗砂 21. 暗灰色粘買土 22. 灰色粗砂＋粘買土 23. 暗灰色粘質土

24.灰白色粘質土プロック 25目灰色粗砂 26.暗灰色粘質土に砂混 27.貰褐色土＋茶褐色土 28.暗灰色粘質土

*15～28層目 SD001下層 29.黒褐色士＋茶褐色土 30目黒褐色士： SD005 I目暗檀褐色ローム層（地山）

II.黄褐色粘質土

B 11.2m 11.2m B 

Bライン（ II区北壁）土層説明

1. 黒褐色土 2. 明褐色土 3.茶褐色土 4.黒褐色土 5 暗褐色土（やや砂買で黒み） 6. 褐灰色砂質土

7. 暗灰褐色士 8 褐灰色砂質士 9 暗褐色士（黒み） 10.灰色砂＋黒福色士＋地山小ブロック 11. 暗褐灰色砂質土

12.暗灰色砂買土 13目灰色粘質土 14.灰色粗砂主体 15.黄褐色粗砂主体 16.暗灰色粘貫土＋ロームブロック

17.灰褐色粘買土 18. 灰褐色粘質土主体 19. 褐灰色粗砂主体 20. 灰色粘質土 21. 暗灰色粘貫土

22.暗褐色土（根撹乱） 23. 暗灰色粘質士 24.灰色粘質土 25.灰色細砂 26. 灰色粗砂 27.暗灰色粗砂

28.灰色粗砂主体 29目暗灰黄色粗砂 30目黒灰色粘貫土 31.灰褐色砂買土 32.黒褐色土

33.黒褐色土（ローム混） *32・33層 SD005 I A 赤褐色ローム I B 閉褐色（淡樫色）粘質土 II. 黄色粘質土

2 

10.0m 

Cライン（ ID区北壁）土層説明

1目砂礁層主体（盛土） 2.コンクリー卜 3.暗灰色粘質土（近現代水田耕作土） 4目貫褐色土（床土）

C 
12.0m 

11.2m 

5目茶褐色士＋黒褐色士（揖乱） 6目黒褐色士（旧表士） 7.暗褐色（淡檀色）土呂田暗褐色士息暗茶褐色士 10.暗褐色土

11. 暗褐色土 12. 暗茶褐色土（赤み、砂賀） 13. 暗褐色土 14.暗灰褐色土 15.暗褐灰色土（やや砂買）

16.暗褐灰色土（やや砂質） *B～16眉目 SD001上層 17.黄檀色ロームブロック 18目黒褐色土 19.暗灰色砂＋シル卜層

20.暗灰褐色組砂 21.暗灰色粘質土 22目暗褐灰色土＋灰色粘質土 23.褐灰色砂買土 24.灰色粘質土 25目灰褐色粘質土層

*17～25層 SD001下層を切る、 Bライン12～24層に対応 26. 暗褐色粗砂 27.貴褐色粗砂 28. 暗灰色粘質土

29.灰色粗砂 30目灰色粗砂＋灰色粘質土 31.灰黄色粗砂 32目暗灰色粘質土 *26～32層： SD001下層

I A～E層はBラインと同様

Fig.7 基本土層、 SD001・005周辺土層実測図（1/60)

一一 7一一
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末期の大型聾、 6は同時期の聾、 7は同時期の壷である。 8はII区上層下部出土で、古墳時代

初頭の大型聾である。

9は近畿V様式系の聾である。小さい不安定な平底で古墳初頭前後の型式である。胴部は右

上主体の平行タタキで、下部はタテハケによってタタキ目を消している。内面は胴下部が簾状

ハケメ等、上部はナデである。頚部周辺にハケメを残し、口縁部付近の調整はケズリに近い。

胴下部の内外面にみられる粘土継目は成形の単位を示す。赤褐色の色調で角閃石、雲母を多く

含むが、在地の胎土の範曙に入る。煮沸等の使用痕がほとんどみられない。 I区の下層上面出土、

取り上げ番号 Rl。

8 



l
 i
f
 

J

I
 

l－

－
 

l
J
I
l
 

l
！

l
 

川
リ

J
I
F－

－いけ
J
l
e

j
 
l

l

 

匡Z尋

＼や 5

… 
、一一～ー ／＼I 
～『"'""=c I〆（／

ー
ユ斗4 』 .c..,,＿｝＿〆 F 、－一一一一一一一一、，I 、ー， 、r ，’ 

’－  
~ 6 

ヌ自：

Fig.8 SD001出土土器実測図1 (1/3) 

。

一一 9一一

9 



一一~~，

、
t
x、、、

＼
＼
＼
 

＼
＼
＼
、

ノ 1煎弱点
</N明日F

。
13 ＼」ニーー」 ー／ 1<1. ノ : V' '. 15 

Fig.9 SD001出土土器実測図 2(1/3) 

10 



｜ ｜ 戸 ー ー

l l 汁 附 明 日

ロ D n ヨ

I
 

i
 

Il
l
 

－

l 川
∞
 

印 ω
 

¥
 

1
1
 

暑
l

I¥
) 



J

J

 

U
〕

ー ，， 
、ー〆てτ士 ／
℃二二 J ー」 ー ノ

、～Cl－イ三乙 －－ 〆／

十 一一、、F －－－ぞγ＝＝トー” ／ ー ノ
＼ぐ二ー ＿／ 3 

＼ 
＼ 

＼ 

＝~P烹
9 

J,, ~三：了
＼

14 

震工
「1－－~ 13 

20 

て iミ ）/ 
よぐ子「 ／／

ミ,j(',
三三c

／～ラ斗fト一、、
ーム一一~三fとご～

町一;;__:___'¥_ 111 

二ご？～ 下ιI’

二工I'I ¥ 

＼ 

、、、一一、一

19 

10cm 。

SD001出土土器実測図 4(1/3) 
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Fig.13 土製品、石製品実測図（1/2)

1 0、llは I区上層下部出土の布留式系聾の小片である。前者は口頚部の形態から古墳前期

前半とみられる。後者は胴部片で傾き等不明である。

12は在地系の複合口縁壷で、近畿系二重口縁壷の影響を受けた古墳前期のものであろう。 I

区上層下部出土。 13・ 14は I区上層下部出土壷底部である。前者は弥生中期末～後期初頭、

後者は後期後半である。 15は高杯脚部で上部は中実である。古墳初頭前後の近畿V様式系の

影響を受けたものか。 I区上層下部出土。

Fig. l 0～ l lはSDOOl下層出土土器である。

lはFig.9-12と同様の複合口縁壷。 I区出土。 2は古墳初頭前後の西新式系小型直口広口壷。

赤褐色で砂粒の少ない比較的精良な胎土である。 II区下層上位出土。

4 

3 も古墳時代初頭前後の西新式系小型壷で、ある。外面はハケメ主体であるが、胴下半はミガ

キで、口頭部にタタキ痕跡がある。内面は下半がケズリ状のナデ、上半以上がハケメ主体で、

口縁部付近は横ナデで消す。胴中位に粘土継目があり、器面調整の変換点もその辺りにあるの

で、成形の単位を示すものであろう。田区東部出土。

4は複合口縁壷で、口頭部の稜線に板状工具小口（ハケメ工具）を押し当てた列点文、口縁

中ほどに貫通しない穿孔がある。弥生終末期。田区下層中位～下位出士。 5は後期の複合口縁壷

で、 II区下層下位出土。 6 は終末期の複合口縁壷で豊前系か。弥生終末期とみられる。 I区下層

出土。

7は後期の広口直口壷である。田区最下層出士、取り上げ番号 R4。

14 
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8は中期前半の鋤先日縁聾で、 I区南最下層出土。 9・ 1 0は中期前半～中葉の鋤先日縁聾で、

前者は田区東部下層、後者は皿区下層下位出土である。 llは中期前半の鋤先日縁小型聾で II

区下層上位出土。 12は中期初頭の小型聾で、田区下層下位出土。 13は中期前半の上げ底の聾

底部で I区出土。 14は中期中葉の歪底部で田区南出土。 15は中期後半の壷または歪の底部で、

I区出土。 16は前期末の亀ノ甲式系歪口縁でやや大型品とみられる。皿区上層下位出土。 17

～ 19は歪棺片である。 17・18は中期前半の汲田式で、 I区出土。 19は中期後半の胴部で田区

下層出土である。 20は弥生前期の如意形口縁聾で I区南最下層出土。 21～ 23は弥生前期の

刻目突帯文深鉢で I区南最下層などから出土している。

15 
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3.方法

花粉粒・寄生虫卵の分離抽出は、中村 (1967）の方法をもとに、リン酸三ナトリウム法を加え、

以下の手順で、行った。

1 ）試料から lcm3を採量

2) 0.5%リン酸三ナトリウム (12水）溶液を加え15分間湯煎

3）水洗処理の後、 0.5mmの簡で、礁などの大きな粒子を取り除き、沈澱法で砂粒を除去

4) 25%フッ化水素酸溶液を加えて30分放置

5）水洗処理の後、氷酢酸によって脱水し、アセトリシス処理（無水酢酸9目濃硫酸 lのエJレドマ

17 
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られた。

2）試料② II区北壁SDOOl上層黒褐色土：古墳時代前期前半

花粉密度は低い。草本花粉のイネ科、ヨモギ属がやや多く、アブラナ科、タンポポ亜科が出現し、

樹木花粉ではクリが出現する。

3）試料① II区北壁SDOOl上層茶褐色土：古墳時代前期前半主体で古代までの遺物を含む

花粉密度は低い。草本花粉のヨモギ属が最も多く、アブラナ科、イネ科、ソパ属、樹木花粉では

クリ、スギが出現する。

18 
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表1 井尻B遺跡第 36次発掘調査における花粉分析結果

SD001 H区北壁
分類群

①上層 ②上層 ③下層

学名 和名 茶褐色土 黒褐色土 粗砂

Arboreal pollen 樹木花粉

Cryptomeria japonica スキ I z 
Castanea crenata クリ I 5 

Castanopsis シイ属 ｜ 

Quercus subgen. Lepidobalanus コナラ属コナラ亜属 I i 

虫＇？！PF！~？！.一一一一一一一一一一－－~~i .イ.1島一 J 
Arboreal • Nonarboreal pollen 樹木・草本花粉

Morac巴ae-Urticac巴a巴 クワ科イラクサ科 I 
Nonarboreal pollen 草本花粉

Gramin巴a巴 イネ科 I 6 

Fagopyrum ソパ属 I 2 

Cruciferae アブラナ科 I 6 

Hydrocotyloideae チドメグサ亜科 I 1 

1 

2 

12 

3 

1 

1 

Lactucoid巴ae タンポポ亜科 I 3 1 

Asteroideae キクE科 ｜ 

Artemisia ヨモギ属 I 23 13 1 

Fem spore シダ植物胞子

Monolate type spore 単条溝胞子 3 

Trilatβtype spore 三条溝胞子 I 5 

Arboreal pollen 樹木花粉 I 10 3 

Arboreal • N onarbor巴alpollen 樹木・草本花粉 ｜ 
Nonarboreal pollen 草本花粉 I 38 31 s 
1＜！巴l_P.旦l!tE1!-－圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃－ - - - - - .::tA粒替数．圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃－ - - _ J _ ---－~~ - - - - - - - - - - ~1. ---------- ~ －圃圃圃圃

Pollen frequencies of lcm3 試料lcm3中の花粉密度 1 2. 9 2. 1 2. 1 
×10 2 ×10 2 ×10 

Unknown pollen 未同定花粉 I 1 1 3 

Fem spore シダ植物胞子 I s 3 

Helminth eggs 寄生虫卵 ｜ （） （） （） 

Stone cell 石細胞 ｜ （一） （一） （一）

Digestion rimeins 明らかな消化残溢 ｜ （） （） （） 

Charcoal • wood仕agments 微細炭化物・微細木片 ｜ （＋） （＋） （＋） 

20 
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図1 井尻B遺跡第 36次調査分析試料（堆積物）性状図

21 
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井尻B遺跡第 36次発掘調査の花粉・胞子

SDOOl H区北壁

． ． 

1 スギ①上層 2 クリ②上層 3 シイ属①上層 4 クワ科イラクサ科

③下層

． 

5 イネ科①上層 6 ソパ属①上層

専

~ 
9 チドメグサ亜科 10 タンポポ亜科

①上層 ②上層

， 
7 ソパ属①上層 8 アブラナ科①上層

｜ 

11 ヨモギ属

①上層

23 
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を第一とする遺構とみられる。

出土遺物は弥生時代前期から古代に及ぶが、弥生時代後期から古墳時代前期前半の土器を主

体とする。「外来系土器」は多くないが、古墳時代初頭段階の近畿V様式系土器が一定量出土

している。また、 17次 F区では古墳時代前期の陶質土器が出土している。当該期の建物土止が

多くみつかっている 17次 E区以南の土器組成とも異なっており、今後、集落内の集団関係を

詳細に検討するうえでの手がかりになるかもしれない。今後の課題としたい。

24 



PL.1 

1 . I区全景（SDOOl上層掘削段階北から）

2. I区SD001周辺（南から 北壁の土器は RlとR2)

25 



PL.2 

1 . I区SD001南壁土層断面

2. I区SD005（北から）
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PL.3 

1. II区作業風景（南から）

2. II区全景（南から）
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PL.4 

1. II区SD002（南から）

2. m区全景（SDOOI上層掘削段階南から）

28 



PL.5 

1. m区全景（北から）

2. m区SD001 （北から土器は R4)

29 



PL.6 

8-1 8-2 

9-9 11-1 10-3 

9-1 

13-1 

出土遺物（番号は挿図番号に対応）
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要約

ii必Ii'山 qr

fill丘ナる。供出したj副品k：：起物i長j漣心も心は伝〈、出併等合検出した。後出したj蒔はλ／わる粂以

上あり、互いに重複する。時期は弥生時代後期から古墳時代前期前半を中心とするものである。

調査区の中央を南北方向に通る大溝は幅6m前後、遺構面からの深さ 1.5m以上を測るが、北側

の17次調査F区の大溝と一連のものであり、直線的に50m以上伸びることが明らかになった。大

溝は台地の縁辺に配置された水量豊富な水路であり、生活用水、濯j既用水、舟運路としての機能

が考えられる。遺物は大溝を中心にコンテナケース約20箱出土した。遺構規模に比べて、出土

量が少なく、同時期の「環濠J等の遺物出土状況とは異なっている。弥生時代後期から古墳時代前

期前半の土器が主体で、近畿V様式系土器や筑前型庄内警などが伴っている。弥生時代前～中期

の土器、聾棺片や黒曜石石器も一定量混じっており、周辺集落域の消長を示唆する。
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